





















する、その動機はどのよう ところにあるのかという 、まず、ひとつには、戦争と学問との関係を具体的に示 れる、とい 点が挙げられる。歴史の研究者もまた、時代に規定された歴史的 存在 すぎないことは言うまでもないが、戦争 いう負の記憶のなかで 彼ら 役割について考察することは ほとんどなさ て はいないように思う。たとえば、貫弌と直接関わ 日中戦争に目を向けると 陸軍特務機関の主導のもと、侵略先 な 中国民衆の心を掌握するという目的で、当時、宣撫工作が盛んに進められており、中国 歴史・文化・思想を把握 た
うえで、 そこに日本のそれを植え付けていく「文化工作」や「宗教工作」も大いに奨励されたが、その過程には、貫弌も含め、多くの人文系の日本人学者たちの関与があったのである。とすれば、実際にその関与はどのような形で行われ そ は当時 学問の内容にどのように影響したのだろうか。本報告では、西本願寺の興亜留学生として中国入りした貫弌が残した資料類を通してこ らを探ることで、近代以降の学問の発展の道程を正 く知り、ひいては、近代学問の客観性・実証性の質そ のを問い直してみる機会としてみ い と考えている。　
もうひとつは、新しいジャンルの史料の発掘である。歴史学は史料に
基づいて考察が進められなければ らな 学問であり、歴史学がさら発展して くためには、新史料 発見、および 既存史料 読み換えという、 この二つが常に大きな課題となるはずである。この意味 おいて、「小川貫弌資料」を丁寧に読み解き、そこから何かしらの歴史的知見を得ることができれば、単なる遺品ではなく、こ を新た ジャンルの史料として位置づけることも可能なので ないか と考える。ま 本調査の過程では、他に「小川貫弌資料」と同種の資料が残されて ることもわかってきており、今年度の場合も、貫弌の五台山調査 現場に同行していた岩上先天
（以下、先天と略す）
という画家の遺稿類が、遺族のも















る中国の碑文・仏龕の拓本類も多数含まれていて、今後、さまざまな方面から研究材料とされる可能性も高いとみら る。しかし これらの資料は、今、調査・整理に着手しなければ、歴史的価値が見出さぬまま廃棄されてしまう危険性があり、 「小川貫弌資料」を新たな史料と て位置づけていくとい 試みは、こうした同種の資料の発掘も視野に入れたものであることを ひとこと付言して く。　
なお、調査研究を進めるにあたり、決して忘れてはならないのは、貫










本調査報告は、直接的 せよ 間接的にせよ こうした先行研究の上に
成り立っていることを確認し、強調しておきたいと思う。　
最後に、今年度の報告の構成について触れておくと、今回は「小川貫



































居スペースから発見したものである。日中仏教交渉史、アジア開教史の分野において、両氏には秀でた業績が り、 「小川貫弌資料」調査に関して、これまでにも適宜、ご教示を賜わってき が、今回もまた「亀谷法城資料」の本報告への利用を快く認めてくださ 。両氏の幾重もご厚情に、心より感謝申し上げたい　
以上、西厳寺蔵の「小川貫弌資料」の調査報告の第三弾を掲載するに










西厳寺蔵「小川貫弌資料」については、同朋大学仏教文化研究所を母胎として、歴史学（古代・中世・近代） 、仏教学（日本・東洋）など、当該資料に興味を寄せる研究者の協力を得て 現在までに三年間にわたって調査が行われてきた。各年度の調査メンバーは以下の通りであるが、 メンバーは必ずしも固定的ではない。二〇一六年度：小川徳水、工藤克洋、高木祐紀、中川剛、藤井由紀子 七年度：大艸啓、小川徳水、花栄 北村一仁 工藤克洋、高木祐紀、中川剛、新野和暢、日比野洋文、藤井由紀子。二〇一八年度：花栄、梶浦晋、北村一仁、中川剛、新野和暢、日比野洋文 藤井由紀子。また 調査過程で得られた知見については 以下のように、 問題提起も含めて論文・史料翻刻・史料リストの形で研究所紀要に掲載してきた 藤井由紀子・中川剛・高木祐紀・小川徳水・工藤克洋「特別調査報告
　
西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（一） 」 （ 『同朋大学仏教文化研究所紀要』第三十五号、平成二十九年三月） 。藤井由 子・小川徳水・北村一仁・大艸啓 工藤克洋・高木祐紀・中川剛 新 和暢・花栄・日比野洋文「特別調査報告
　
西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（二） 」














小島勝氏の論考に、南京仏学院の開学当時を知る人物として 亀谷法城ととも 、貫弌の談が引用されている程度である（小島勝・木場明志編著『アジアの開教と教育』龍谷大 仏教文化研究叢書Ⅲ、龍谷大学仏教文化研究所、平成四年三月） 。
（
5）　























本報告で「亀谷法城資料」と仮称して用いているものは、法城の自坊であった明楽寺に残されていたものではあるが、アルバムと「南京仏学院だより」と うニューズレターのほかは、 戦前の手記や日記、書簡など 、そのすべ が南京逗留時代のも と うわけではない。したがって、小島勝氏が南京仏学院 つい 詳細に論じた際（小島勝「本願寺派開教使の日本語教育」 、註
4前掲書） 、明楽寺から借り
たという『南 概況報告』や『南京仏学院一覧』なども、ここには含まれてい い。しかし、中川の論考にもあるように、山口の田布施近辺は、赤松連城をはじめ、近代 本願寺派にとっての重要人物を輩出したという意味 は特異な土地柄である。海外開教携わった布教使の、その前史を知るという意味 おいて、本報告ではまずは法城という人そのものに着目 、上記の資料を活用してみた次第である。
（
10）　












































































































































































































































































部、南京逗留時代の資料と照らし合わせながら、西本願寺の興亜留学生として中国に渡った貫弌が、南京出張所に駐在し、南京仏学院 講師に着任するまでの経緯について確認した。次に、 本章では、 西厳 蔵の「小川貫弌資料」のうち、日中戦争下で作成され、かつ、南京逗留当時の貫弌に大きく関わ ものに注目することにした むろん 六十五点すべてをここで取り上げ ことはできないが、 きうる限り、その概要を記して、これらを“史料”として価値づけて くための基礎作業としていければ、と考えている。　
それでは、西厳寺蔵の「小川貫弌資料」のうち、南京関係の資料には


































大会秩序表」の裏 、棲霞山で大明南蔵の 部を発見したことを書きつけた、 「大明南蔵始末攷」というメモ書きは 貫弌 南京逗留時代の学術調査の様子を示していて興味深 。
大明南蔵始末攷
明代の官版大蔵経については南北両蔵のあることは悉知のとをりである。だがこれについては従来宋元版大蔵経の彫印の如くには詳にされてゐない。寧ろ明代で これ等の南北両官版大蔵経よりも従来の白華経典より発達した折本式のも より一般典籍と同じ方冊本の形成を創めた武林蔵（佚蔵）に倣つた読書人への仏典印刷の方がはるかに歴史的にも社会的にも有名である。これは我国にも影響して黄檗鉄眼の一切経の覆刻を見たことや広く一般人の手 仏教の聖典として流布したからである。然し大明南蔵仏典 北宋以来南宋、元 かけて福建、浙江、福州東禅寺等
　　
院、思溪円覚法宝寺、磧沙延聖寺、普寧円寺





































































































を日本文と中国文とで、日本の新聞と中国の新聞、それぞれ 掲載していたことがわかる。なお、こ を後に改めて別刷したと思われるものもスクラップブックには貼付されており、次章で述べていくように、 「天下第一戒壇」という古林寺のブランドが、南京仏学院の開学に大きく影響していたことをうかがわせていて非常に興味深い。　
さらに、もうひとつ、目を引くものとしては、昭和十六年（一九四一）































































































係について考察し いく あたっては、本稿でも随時 小島氏の引用した資料 よりつつ考察を進めていくことにしたい。　
南京仏学院は、昭和十四年（一九三九）七月一日、南京城内の西康路








































































知識体位ノ向上ヲ目的 ナス養成機関ノ設立ガ日華両仏教界ヨリ待望サルゝニ至レリ、斯ル要求ノ下ニ南京仏学院ハ本年初頭ヨリ創立ノ趣意ガ具体化シ既ニ三月一日付 以テ中支宗教大同連盟 開設 許可ヲ受ケタ 四月
　
日華仏教連盟南京総会























とある。どちらの資料にも具体的な日付が記録されてあり、南京仏学院の設立が構想されてから、きわめて短期間のうちに、急ピッチで開学の準備が進められていったことがわかる。便宜上、これを年表にまとめると、 以下のようになる。中支大同仏教連盟の発足以降、南京 学院の開設が加速するなか、貫弌は興亜留学生 してその開設準備の渦中に身を投じたことになる。　
そして、 「小川貫弌
資料」には含まれ いないが、その開学 でに至る現場の生々しい状況を伝えるのが、第一章でも引用した、 『南京青年』第二号に掲載された横湯の一文である。改めて以下に全を引用する。
図表：南京仏学院年表
昭和14年（1939）2 月27日 中支宗教大同連盟の結成記念式典が上海で執り行われる
同年 3 月 1 日 中支宗教大同連盟から南京仏学院の開設許可を受ける
同年 4 月 日華仏教連盟南京総会が結成される
　南京仏学院が連盟の文化事業の一つに位置付けられる
　連盟より委嘱されて南京西本願寺が院の経営を担当する
同年 5 月16日 南京特務機関に南京仏学院開設の出願をする
同年 6 月 1 日 南京古林寺の境内に南京仏学院の仮院舎を創設する
　特務機関の援助を受けつつ学生を募集する
　募集対象は十四歳以上二十五歳以下の優良青年とする
同年 6 月23日 南京特務機関長より南京仏学院開設の認可が下りる
同年 7 月 1 日 南京仏学院の開学典礼が行われる
同年 7 月 5 日 南京仏学院で授業が開始される
同年 8 月 1 日 尼僧の養成機関として仏学院の分院も創設される
同年12月 『南京仏学院概況報告』が出される














































を着せてほしい』と願ひ出る有様、 会計の都合もあるんですが、思ひつきでやることに決定、十一月二十九日に全部、教員養成所の学生服に準じたものと正帽とを与へました。この時の感激は何ともい やうがあり せんでした。初め きる整服、冠る正帽学院の硝子にうつし 姿勢を直してゐる彼等を見 ときには思はずあつい のがこみ上げ 次第です、これが動機になつたものか順に彼等 動き 活溌 な 、今ま の陰鬱さが失くなり誠に気もちのよい暮を迎へたわけです 二朗廟 金陵刻経処にある楊仁山先生 お墓 掃除をさせたり夫子廟 日本文化写真展を観せ りしましても僧服ではほんとうに気の毒 あつたやうです、かうして見学に歩く度び、市民からかけられるいろいろな罵言が可 彼等を臆病 させましたで し発奮もさせたのでせう　
今、本願寺からは校旗一流を調制して贈ると知らせがありま






す。たゞ今日までの経験から申しますと何でも好い与へることに腐心すべきでないかと思ひます。彼等から かを獲やうとすることは今のところ無理なやうに考へます。何を与へても功利的でないやうによく彼等の求むるものとその理由をたゞし やるべき す。病身と無学と貧困とを以て僧侶になる資格の如く考へてゐた彼等から奪ふべき何も があ でせうか？私は六ヶ月の普通科終了後、 の一月十五日から始ま 高等科の教材を選定中ですがこの六ヶ月も前とおなじ をも求めず静 に彼等の希望を聴い やらうと思つてゐます、やはり長老だ 法師だのといふ世慣れたも と違つて青年僧には青年 しいものがあることを知ることが能きます。段々よい 侶も戦禍で生き残ってゐて出て来ます、その行業に於てその学殖の点で 本仏教界に 見られぬ尊いものを把んでゐる僧侶もゐるわけです、私は辛抱よくその人たちが私たちと握手をしに来 のを待つてゐます　
仏学院の野心は、はるかに遠いところにあります。学生の日
本留学、帰朝後の活動。か様なこともそ 一つ しやうが『大和』の実現に自発的に乗り出し 呉れるこ を最終 目的として、中国社会の一番下層と見做され らしい僧侶の朋友になりきるだけが現在の心構へであ ます。　
維新政府、市政府の要人連は全部仏教徒であると云つても差
し支へありません牢として抜くべからざる信仰及その行義の転用を考へずにはゐられません日本の為政者や夫々の機関 方々がこの簡単なそして純な微妙の心機に関心をもつてよき日本仏教徒を大陸に送つて話をさ るとか 下さるな ば私共 仕事も更に一段と拍車が懸けられやうか 思ひます。　
私は何も印度に起つた仏教によつて東洋の文化がどれだけ発



















たことがよくわかる。それにしても、目を引くのは学生たちの様子で、横湯自身、 「遊堕であり貪慾であり暴戻であつた」と述べているように若き中国青年たちの、生き ことに貪欲で、あまりにも無邪気な様子には正直、驚かされる。むろん、これは開教を推進する日本側の見方にすぎないものなの もしれないが、横湯の説明 よると こうした学生たちの貪欲な態度は、中国社会のなかで僧侶が最下層に位置づけられてきたことに由来している だという　
また、日中戦争下の日中文化交流について考察するとき、常に意識せ























が、それでも三百五十年前明の神宗萬暦年間の開創である。この寺 有名なのは春秋の景色のよいことばかりではない。近世の戒律を中興した宝華山隆昌寺の三味寂光律師の師にあたる慧雲律師如馨古心がこの地に古林庵を結び戒壇を築いて今日 隆盛の基をひらいたからである。如馨古心は仏弟子の中で持戒第一のほまれがあつた優婆離尊者 再来と慕はれ、こ 戒壇に登り授戒をしたときには五色の雲が殿壇を照し三昼夜も続 て夜もなほ昼の如く明るかつたと伝へ れる。感壇放光の霊瑞は北京の戒台寺、杭州の昭慶寺、宝華山などの戒 於てもみたことであるが、仏光が三昼夜照耀し はこの古林戒壇のみであるところから古くより南京江寧古林寺天下第一戒壇 称がある。萬暦四十一年には神宗皇帝 江南古林庵古心律師に紫衣たまひ、振古香林の寺額 萬寿 壇 扁額、勅絵壇儀そ 他千仏珠衣
盋
盂錫杖などを下賜されたのである。翌年には帝が律師





あつた。この古林寺をついだのは隠微理律師と隠含璞律師の二人で 同門の三昧寂光律師は揚州石塔寺から龍潭の宝華寺隆昌寺に住し慧雲律師の遺した戒律復興の偉業を大成したである。清朝以後の中国授戒 儀礼や行事百般はみな三昧律師の制定す ところといはれ宝華山ひとり近世戒律の総本山のたちで栄え来つた。然し近世律門 祖庭である古林 寺も現世に至るま 幾変遷を重ねつつ長き伝統を保つて今日の隆盛を呈してゐるのである。　
古林律寺は今までに三度の災禍にかかつてゐる。第一回は清

















代に開宗をみた道宣律師の南山律宗も全く衰へ、加ふるに出家入団の国家管理もすたれ、寺院の僧尼は玉石混淆して日常生活の秩序を失ふばかりであつた。古心律師の戒律復興はかゝる教団内部より現はれた自覚に基くものであつた。法嗣の三昧寂光が放戒の儀礼を制度化し、法孫の見月 師が「毘尼止持」 「毘尼作持」 「毘尼関要」などを製文し 頃には清朝 国家管理による出家入寺の度牒制が全く廃れて教団 自治と自粛 必要にせまられたときであつたのである。近世の放戒は古来の得度と受戒の両面を兼備したも としてこれを行ふ戒壇 もつ社会的意義は往古に倍し いふべきである。　
戒壇は出家得度した沙弥僧のために具足戒を授けるとき戒場
に土を封じて造つた壇である。唐道宣律師が南山律宗 開き戒壇図経を制定した頃より永久施設の石戒壇が一般に行 、今ある古林寺の戒壇も亦石造 ものである。古林寺 戒壇は我の奈良朝にあつた天下の三戒壇や現存す 唐招提寺 戒壇と同一戒壇の図経 法るもので、叡山に伝はる最澄 円頓 壇 は教義の内容性質を異にするものである。 中国にも古来大乗戒壇、小乗戒壇 別があつたが、古林寺 石戒壇は後者に属すべ も
のである。現在中国仏教界で著名な戒壇は五台山、北京、宝華山、杭州及び南京である。古心律師の築壇の霊瑞により天下第一戒壇の名をもつて知られ 新中国の首都南京鳳山古林律寺の戒壇が、今時内政部長陳羣居士によつて復飾をみたことは令法久住の事である。護法の徳報の甚大なものゝあることを信じて疑はないもの 加ふるに前外交部長（現駐日大使）褚民誼居士がその名筆を「天下第一戒壇」と揮つた大額奉納のも亦有縁至極の慶事と称すべきであ 。　
顧るに中世の国家に於ては宗教行政に関しても、近世程に寺










第一戒壇」があるという点で、それゆえ戒律専門の寺として他の寺院とは区別される特異な寺院である、と強調されている。第二に、一つめの点と大きく関わ が、古林寺の戒壇 は、年に二回、放戒という授戒行事が厳粛に行われている点で、こ 放戒は南京占領後も途絶するこ なく行われていたこともここからはわかる。第三に 清朝に度牒制が廃止され、国家の統制管理を受けなくなったため、 壇で授戒を行ってきた古林寺は 近世以降、教団 自治的に運営でき ようになったという点で、貫弌も指摘しているように、僧侶になるには本来 国家の許可が必要であったが、それが要らなくなったことで僧侶の自由な輩出が可能になり、ひいては教団の自治的運営も可能になったということがわかる。第四に、古林寺は過去三度の罹災を経験している う 壊滅的であったのは光緒二十六年（一九〇〇） 裏山の火薬庫爆発の時 それに対して、日本軍の南京侵攻時に ほとんど被害 なかったとされている。第五に、褚民誼や陳羣といった南京国民政府の要人たちが、居士として古林寺の戒壇復興 大きく寄与している点で、汪兆銘政権の外交部長をつとめた褚民誼が揮毫した「天下第一戒壇」という大額が古林寺にはあったこ や、同じく汪政権で内政部長をつとめた陳羣が、火薬庫爆発により破壊された戒壇を復興したことが述べられ 。　
一見、古林寺の歴史を通覧しただけのような内容であるが、ここには
学者としての貫弌なりの、 開教事業への貢献が示されているように思う。なぜなら、戒壇と 、授戒によって僧侶を輩出する めの場であり し










































にみる五台山」 （ 「西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（一） 」所収、 『同朋大学仏教文化研究所紀要』第三十五号、平成二十九年三月） 。藤井由紀子・小川徳水「山西省玄中寺の復興と「小笠原宣秀資料」について─「小川貫弌資料」の史料性をめぐって」 （ 「西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（二） 所収、 『同朋大学仏教文化研究所紀要』第三十六号、平成二十九年十二月） 。
（
3）　





















昭和十三年（一九三八）十一月、第一次近衛文麿内閣 日本の中国進出 対する国際的非難をかわすべく「東亜新秩序」声明を出したが、その内容は日 と提携する新興政権を中国に樹立し 東亜和平を築いていくというものであった。
（
9）　











12）　「中支宗教工作要領」を含む「民衆指導工作諸規定」については、 松谷、新野、 両氏の論考に詳しい。松谷氏によると、 昭和十三年（一九三八）十月、中支那派遣軍の特務部（上海特務部）を統括していた原田熊吉が、中国民衆工作に関する諸政策案を「民衆指導工作諸規定」として取りまとめたなかに「中支宗教工作要領」というものがあり、そこでは中国の諸宗教を通して民心を安定把握し親日誘 することや、弊害を避けるた 諸宗教進出は国策に順応して統制あ 形で行わせることなど 規定され、統括的に宗教工作を推進する機関として中支宗教大同連盟の発足が改めて提議された形となったという。なお、 「民衆指導工作諸規定」は上海特務部と南京特務機関によって立案された、思想・宗教・教育・社会事業などに関す 諸政策を包括したもので、昭和十三年十一 十八日付で陸 省宛て 送付されたという（松谷曄介「日中戦争期における中国占領地域 対する日本の宗教政策─中支宗教大同連盟をめぐる 問題─」 、 『社会システム研究』第二十六号 平成二 五 三月） 。また、新野氏の論考では、「民衆指導工作諸規定」の概要が詳述されており、 「中支宗教工作要領」のほか、 「中支 化・社会事業要領」 「中支思想対策要領」 趣旨および内容が、当時の宣撫工作の趨勢と絡めつつ、具体的に論じられている（新野和暢『皇道仏教と大陸布教─十五年戦争期の と国家─』 、社会評論社、平成二十六年二月） 。
（
13）　



















15）　「日華仏教連盟結成総会並大会秩序表」 （西厳寺蔵「小川貫弌資料」 、印刷年不明、昭和十四年四月か） 。
（
16）　







横湯通之「 「大和」─中国青年僧と伍して─」 （ 『南京青年』第二号、昭和十五年二月） 。
（
19）　
管見によるかぎり、 『中外日報』などには、貫弌の調査報告 掲載されていない。 「小川貫弌資料」 中には、 書きかけで完成されていないが、「現代支那に於ける仏教活動」と題された草稿もある。ただし、その内容は居士仏教に関するものばかりで、先の調査項目とは一致 ない。
（
20）　






















小川貫弌「大明南蔵始末攷」 （西厳寺蔵 小川貫弌資料」 、 記載年不明昭和十五年頃か）
（
27）　
小川貫弌「棲霞山の大明南蔵仏典 西厳寺蔵「小川貫弌資料」 、記載年不明、昭和 五年頃か） 。これもまた日華仏教連盟プリントの裏に書きつけられたメモ書きである 全文は以下の通り。 「棲霞山の大明南蔵仏典／棲霞山といふ名を覚えたのは、印度に興つた一宗教であつた仏教が／東亜の文化の発展する史上 覆ふこと できない重大な役割を演／じて、単に印度の仏教ではなくて 東亜の宗教として君臨してゐる事／を知り、この仏教文化に非常な興味 感心を持ち始めた頃である。 それはこの が歴史上には、我国の比叡山によく似てゐるから／であつた。仏教は前後千数百年の間にわり或は半島から／或は大陸より直接に伝来した 、なかでも奈良朝の三論宗、／平安朝の天台宗、および鎌倉時代 禅宗などは揚子江の流域／い ゆる江南の発達した 教各宗である。而もこれ等のど
【特別調査報告】西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（三）
一六五
れもが／直接に、或は間接にこの棲霞山にあつた仏教を母胎として六朝／より唐宋にかけて展開し分岐したのであつたのである。／こんなところ 我国の比叡山がその昔浄土宗の源空、禅宗 ／栄西、道元、浄土真宗の親鸞、法華宗の日蓮等の大徳を輩出して／ゐるのに似てゐるのである。加えこれらの日本仏教 母胎とな／ 比叡山延暦寺の天台教学は更に遡つてその源泉をた／づねるときはすべてこの棲霞山に帰一するといつてもよい。／それは陳隋 世 三論宗を開いた嘉祥大師吉蔵 浙東の天台／ にいりて天台 を創めた智者大師智顗もとも こ 棲霞山／に住んで印度の龍樹提婆 説いた空の哲学を研鑽し 遂に一宗の／教学 体系を認識したからである。こうした観点から永く私の／憧憬 まとであつた である。／こうし 仏教文化の上からは確 重視すべき研究の対象である／が、これは単なる文化史の一面のみであ 。他の動植物鉱産等 自然□□等の研究が残されてゐることはいふまでもない ／先年等々、この南京に居留する とゝなりて 棲霞山にもゆく機会 が多く、其都度何か新しい関心を生じて興味の尽きるこ がない。 今般、中日文化協会 機関誌の編輯者のもとめにより何か の感想随筆をとのことであつた 現地のことゝて りたてゝ研究 進んでゐないが、／たゞ昨年棲霞山で発見 大明南蔵のことをまとめてせめを□□□□次第である。／そのまづしい稿を御清覧 供し是正と御指導を賜はらば幸甚の至であ 。 」
（
28）　
汪兆銘による南京国民政府樹立後、中華民国二十九年（一九四〇）七月二十八日に南京で設立された組織が中日文化協会で、東亜新秩序を文化面から支えるべく、日中文化の交流を図り、新東亜に相応しい東洋文化を創造し、世界に発揚することを目的とし た いう。以上は、 「中日文化協会記事」 （ 『中日文化』日文版創刊号、中華文化協会出版組、中華民国三十年三月） 、傳式説「 と日華文化工作」 （同創刊号） 。また、 南京の中日文化協会 論 た 、杉野元子「南京文化協会と張資平」 （ 『藝文研究』第八十七号、平成十六年十二月）がある。
（
29）　

















本稿で取り上げた四冊のアルバム スクラップブック ついて、本論では南京関係のものとして紹介している こ うち二冊につては、途中、北京別院での写真や、昭和十六年（一九四一）四月北京天安門広場で行われた釈迦牟尼仏聖誕連合慶祝大会 プログラムなども貼付され い 。
（
34）　











貫弌の帰国後に発行されたものではあるが、両スクラップブックには「南京英霊奉安所壁画壁彫絵葉書」 （画：藤澤古實・原精一・三輪孝・山本日子士・笹岡了一・高澤圭一・今村俊夫・川名廣喜） 、 「大東亜戦争記念報国絵葉書」 （画：吉岡堅二・宮本三郎・小磯良平／但し、小磯の一枚は欠失）や、南京で開催された「大東亜戦争博覧会」のパンフレットなども挿みこまれている。ちなみに、南京玄武湖翠洲で開催された「大東亜戦争博覧会」の会期は「民国卅一年十一月一日起至卅日」とあり、昭和十七年（ 九四二）四月に帰国した貫弌は実際にこれを観覧することはなかったと思わ る。また 「南京英霊奉安所壁画壁彫絵葉書」も発行元が「西本願寺南京別院」とあることから、やはり貫弌の帰国後に作られたものと考えら る。
（
37）　
















これらの古書類は、二〇二〇年度を目途に、他 和 と もに龍谷大学大宮図書館へ移管される予定である。
（
40）　
小川貫弌「北京留学ニ際シ南京ヨリ日本ニ発送セシ典籍 （西厳寺蔵「小川貫弌資料」 、昭和十六年四月） 。
（
41）　








貫弌とともに教鞭 とっ 法城、および、法城の残した資料については、 「小川貫弌資料」を補完するものとして本報告でも注目を寄せており、 今回は中川剛がその専論を担当している（中川剛「新出の「亀谷法城資料」について」 、本報告掲載） 。ただし、本報告で「亀谷法城資料」と仮称して用いているものは、 の自坊であった明楽寺に残され いたものではあるが アルバム二冊と「南京仏学院だより」というニューズレター ほか 戦前の手記や日記 書簡などで、小島勝氏が南京仏学院について詳細に論じた際、明楽寺から借りたという『南京仏学院概況報告』や『南京仏学院一覧』などは含まれておらず、またそのすべてが南京逗留時代のも いうわけではない。しかし、中川の論考にもあるように、山口県の田布施近辺は赤松連城をはじめ、近代 本願寺派 とっ の重要人物を輩出したという意味では特異な土地柄である。その山口で育ち、海外開教に携わることになった開教使 前史を考察するため 法城という人そのものに関わる資料にもあえて着目し、本報告ではそれらを「亀谷法城資料」と呼称してみた次第である。
（
43）　




































































































亜建設の実現に向けて中国人同志を獲得することを目的 して結成された組織で、 「南京青年会綱領」 は「一、本会ハ会員相互ノ心身更生ヲ期ス／一、本会ハ中国青年ノ更生ニ協力ス／一、本会ハ全東亜青年ノ更生に奉仕ス」 とある （ 『南京青年』 第 号、 昭和十五年一月） 。
（
48）　






















































































あるが、幼稚園に通わせていたことを考えれば、経済的に安定し たと考えられる。法城は、山口県徳山市下御弓町で育ち、町内の徳応寺が経営する徳山女学校付属鳳雛幼稚園に入園した。徳応寺は 明治維新期の本願寺派改革僧・赤松連 が住職をしていた寺である。連城 娘・安
【特別調査報告】西厳寺蔵「小川貫弌資料」調査報告（三）
一七一
子と婿養子の照憧が女子教育に力を注ぎ、明治二十三年に徳山女学校を設立し、明治三十四年には幼児園を設立した。ちなみに、照憧は勤王僧・与謝野礼巌の次男で、三男は与謝野鉄幹である。徳山女学校には、鉄幹や無我愛運動の伊藤証信も教師として在籍していたことがある。 さらに、照憧、安子の子息は 宗教学者の赤松智城、東京大学の新人会の赤松克磨、女性運動家 赤松常子である。亀谷家 徳応寺の門徒ではなかったが、幼稚園での茶礼会や少年団、長じてから、仏教青年団に参加したことから 赤松家とは深い親交をもっていた　
その後、法城は徳山中学を卒業後、小学校に勤めることになる。亀谷






































































































































































































































































































































































ており、現在、そのための撮影作業を進めている。特に写真資料の内容については 本リストでは不明な部分もまだ残されているが、最終的には他の写真資料等とつきあわせながら、 内容を正確に特定していきたい、と考えている。【凡例】・本リストには、西厳寺蔵「小川貫弌資料」 うち、南京関係のものと
判断される資料と、明楽寺旧蔵「亀谷法城資料」のうち、現在、西厳寺に寄託 ている資料を掲載している。紙幅の関係もあり リストの項目は、資料名、数量、形態、作成者（発行者） 、年代の最小限とし、必要に応じて内容に関する記述を加えた。
・小川貫弌、亀谷法城、両資料ともに未整理 まま保存されていた期間
も長く、資料 よっ は大まかな仕分け 済ませただけの状況を記すにとどまっている場合もある。 た 本報告は「小川貫弌資料」の研究プロジェクトの経過報告で り、今回のリストからは漏れ しまったものがある可能性も否定できないが こ について 、いず 統括報告で修正し、補足していきたいと考えている。
・本報告で「亀谷法城資料」と仮称しているものは、法城の自坊であっ
た明楽寺に残されていたもので、 アルバム二冊と「南京仏学院だより」というニューズレター ほかは、戦前 手記や日記、書簡などで、そのすべてが南京逗留時代のものというわけではな 。しかし 海外開
教に携わることになった開教使の、その前史を知るという意味において、本報告では法城という人そのも に着目する必要性を考え、これらも資料リストに加えている。
・本報告で「亀谷法城資料」と仮称しているものは、約十年前、新潟大

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真29　褚明誼と法城 写真28　亀谷法城アルバム（no. 4 ）
写真31　南京仏学院生による日語大会風景
写真32　南京英霊奉安所
写真30　仏学院学生
